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◆本紙の印刷費の一部には、等々力地区の古着･古布回収の売払い金が充てられています。

募
金
あ
り
が
と
う 

　 

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
元
年
度
に
行
わ

れ
た
各
募
金
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日本赤十字社社資募集

社会福祉協議会会員会費

共　　同　　募　　金

歳末たすけあい募金

1,913,180 円

1,878,400 円

1,841,200 円

1,812,496 円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
実
施
日
　
２
月
22
日
㈯

　
回
収
量
　
約
8
．94
ト
ン（
前
回
荒
天
中
止
）

等
々
力
地
区
町
会
連
合
会

古
着
・
古
布
回
収

お
陰
様
で﹁
玉
の
清
流
﹂ 

150
号

　
昭
和
58
年
か
ら
年
に
４
回
発
行
し

続
け
て
き
ま
し
た
本
紙
で
す
が
、
本

号
で
150
号
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
会
、
商
店
会
、
各
関
係
機
関
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
地
域
の
話
題

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―
こ
れ
か
ら
の
行
事
―

◆ 
た
け
の
こ
掘
り
体
験

 
４
月
18
日
㈯ 

等
々
力
渓
谷
保
存
会

　
　 

等
々
力
渓
谷
公
園

◆ 

第
２
回 

お
や
ま
だ
い
大
運
動
会

 

５
月
10
日
㈰ 
尾
山
台
４
商
店
街
連
合
会

　
　 
尾
山
台
中
学
校
校
庭

◆ 

等
々
力
農
振
会
朝
市

 

６
月
27
日
㈯
予
定 

玉
川
神
社

◆ 

七
夕
か
ざ
り
作
り
と
自
然
観
察
会

 

６
月
28
日
㈰ 

等
々
力
渓
谷
保
存
会  

　
　 

玉
堤
小
学
校
ほ
か

玉川小学校 124名
尾山台小学校 87名
九品仏小学校 39名
等々力小学校 123名
玉堤小学校 95名
八幡中学校 67名
尾山台中学校 110名
東深沢中学校 117名

地
域
の
身
近
な
歴
史

地
域
の
身
近
な
歴
史
再
発
見 

4

再
発
見 

4

―

等
々
力
地
区
功
労
者
表
彰―

斎
藤
　
重
男
さ
ん
（
玉
堤
１
丁
目
）

　
斎
藤
さ
ん
は
、1995

年（
平
７
）６
月
か
ら

2019 
年（
令
元
）10
月
ま

で
の
24
年
間
、玉
堤

町
会
長
と
し
て
地
域

の
住
民
自
治
組
織
の

発
展
に
努
め
、住
民

福
祉
の
向
上
と
豊
で
明
る
い
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

2001
年（
平
13
）以
降
、世
田
谷
区
町
会
総
連

合
会
理
事
、会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、東
京
都

町
会
連
合
会
常
任
理
事
も
務
め
る
な
ど
、各

組
織
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
２
月
10
日
の
等
々
力
地
区

各
種
団
体
協
議
会
（
宇
田
川
博
一
会
長
）

の
新
年
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
講こ
う

」
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

講
と
い
う
の
は
神
社
や
お
寺
に
お
参
り

を
し
て
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
な
ど
を

祈
願
す
る
集
ま
り
で
す
。
等
々
力
で
は
、

こ
の
講
と
い
う
の
が
盛
ん
で
、
昔
は
御
嶽

講
・
大
山
講
・
伊
勢
講
・
善
光
寺
講
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
御
嶽
講
（
玉
川
寿
講
）
が

続
い
て
お
り
、
青
梅
市
の
御み

岳た
け

山さ
ん

に
あ

る
武む

蔵さ
し

御み

嶽た
け

神
社
を
毎
年
参
拝
し
て
い

ま
す
。
今

回
、
玉
川

寿
講
の
講こ
う

元も
と

（
講
の

中
心
と

な
っ
て
世

話
を
す
る

役
）
の
小

池
謙け
ん

氏じ

さ

ん
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

玉
川
寿
講
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

講
元　

小
池
謙
氏

　
「
お
札ふ
だ

を
貼
っ
て
お
け
よ
」
畑
に
野
菜

泥
棒
が
出
没
す
る
と
、　

御み

嶽た
け

真ま

神か
み

札ふ
だ

が

一
役
買
っ
て
く
れ
ま
す
。
家
屋
の
戸
口
や

台
所
に
は
真
神
札
・
火か

難な
ん

除よ
け

札ふ
だ

が
貼
っ
て

あ
り
、
ご
加
護
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

等
々
力
は
世
田
谷
区
南
部
に
位
置
し
、

玉
川
神
社
の
宮
司
さ
ん
は
、
御
嶽
山
で
神

職
の
修
行
を
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
内

は
六
つ
の
ズ
シ
（
図
子
・
図
師
）　

根ね

・

原は
ら

・
宿し
ゅ
く・
上う
え
っ
ぱ
ら原・
南
み
な
み

山ざ
ん

谷や

・
北き
た

山ざ
ん

谷や

に
分

か
れ
、
各
ズ
シ
の
役
員
さ
ん
に
講
の
活
動

を
多
方
面
に
わ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

玉
川
寿
講
は
、
毎
年
、
新
緑
の
時
期
に

武
蔵
御
嶽
神
社
を
参
拝
し
ま
す
。
以
前
は

宿
坊
（
講
な
ど
の
参
拝
者
の
た
め
に
作
ら

れ
た
宿
泊
施
設
）
に
宿
泊
し
て
い
た
の
で

す
が
、
現
在
で
は
日
帰
り
参
拝
と
な
り
、

府
中
大
國
魂
神
社
に
立
ち
寄
り
、
御
嶽
神

社
参
拝
後
、
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
語
ら
う

の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
年

末
に
は
、
武
蔵
御
嶽
神
社
の
御お

師し

（
講
な

ど
の
参
拝
者
の
案
内
や
世
話
を
し
、
祈
祷

す
る
人
）
さ
ん
が
、
講
員
宅
を
数
日
か
け

て
廻
ら
れ
、
ご
祈
念
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
今
、
講
中
信
徒
・
農
業
従
事
者
の
減

少
や
世
代
の
変
化
等
、
講
の
あ
り
方
も

柔
軟
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
山
岳
信
仰
や
伝
統
・

目
的
と
い
う
面
も
大
切
に
し
、
今
後
も
こ

の
玉
川
寿
講
を
幾
久
し
く
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

御み 

嶽た
け 

講こ
う（
玉
川
寿

こ
と
ぶ
き 

講こ
う

）

玉
川
総
合
支
所
新
庁
舎
・
区
民
会
館

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

      

　
　
工
事
進
行
中
!

　

2017
年（
平
29
）か
ら
改
築
工

事
が
始
ま
っ
た
三
代
目
玉
川

総
合
支
所
・
区
民
会
館
で
す

が
、
現
在
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
６
月
29
日

に
竣
工
し
、
７
月
20
日
に
健

康
づ
く
り
課
が
先
行
し
て
業

務
を
開
始
し
、
８
月
11
日
か

ら
全
て
の
課
の
業
務
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
玉
川
区

民
会
館
は
９
月
１
日
か
ら
一

般
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
工
事
は
外
装
の
作

業
ま
で
が
終
わ
り
、
内
装
、

外
構
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

等
々
力
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
も
建
物
の
大
き

さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
築
工
事
に
よ

り
、
玉
川
総
合
支
所
・
区
民

会
館
は
、
人
と
環
境
に
や
さ

し
い
地
域
の
拠
点
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
座
席
数

最
大
392
席
の
座
席
可
動
式
の

大
ホ
ー
ル
の
あ
る
区
民
会

館
、
庁
舎
の
真
ん
中
に
は

人
々
が
集
う
憩
い
の
場
、
イ

ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
内

は
夏
の
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
や
地

下
水
熱
の
利
用
に
よ
り
年
間
を
通
じ
て
温

度
を
調
節
す
る
床
が
整
備
さ
れ
、
誰
も
が

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
で
き
ま
す
！

　

区
で
は
現
在
、
玉
川
総
合
支
所
・

区
民
会
館
改
築
事
業
に
つ
い
て
寄
附

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
記
念

品
と
し
て
「
新
庁
舎
へ
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
設
置
」「
新
庁
舎
の
普
段

見
ら
れ
な
い
場
所
を
見
学
す
る
ツ

ア
ー
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

玉
川
総
合
支
所

　
　
　
　

地
域
施
設
整
備
担
当
課

  

電
話 

０
３
－
３
７
０
２
－
２
１
５
３

安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
は
災
害
対
策
拠
点
と
し

て
も
強
化
さ
れ
ま
す
。免
震
構
造
の
採
用
、

非
常
用
発
電
機
等
の
災
害
対
策
設
備
の
ほ

か
、
地
下
水
利
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
災
害

時
も
飲
料
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
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2018年3月2018年3月

2019年3月2019年3月

2019年6月2019年6月

2019年10月2019年10月

2020年2月2020年2月

玉川寿講のみなさん玉川寿講のみなさん

御
嶽
真
神
札
。武
蔵
御
嶽
神
社
が
祀
る
大
口
真
神

御
嶽
真
神
札
。武
蔵
御
嶽
神
社
が
祀
る
大
口
真
神

（
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
神
格
化
し
た
も
の
）が
描

（
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
神
格
化
し
た
も
の
）が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

か
れ
て
い
ま
す
。


